
9/15（土）第61回日本弁護士連合会人権擁護大会プレシン
ポジウム 「多文化共生のために～教育の現場から～」
日本で暮らす外国籍の方の数は、現在250万人を超えています。

埼玉県内には約17万人の外国籍の方が暮らしており、その数は全国で第5位です。そして、そのなかには、たくさんの子どもがいます。
また、日本国籍であっても、外国で生まれ育った子どももいます。外国籍の子どもや、外国で生まれ育った「外国につながりのある子ども」
は、学校、進学、地域社会、家庭において、言葉、外見、文化の違いに起因する様々な苦難に直面することもあります。

今回のシンポジウムでは、埼玉で暮らす「外国につながりのある子ども」にスポットを当て、教育現場における課題や支援のあり方を広く
市民の方々に知っていただき、望ましい支援、施策について、考える場としたいと思います。

 

◆基調報告
磯田三津子氏（埼玉大学準教授）
外国につながりのある子どもたちをめぐる学校教育の現状と課題
－埼玉県における外国人児童生徒教育の今後を考える－

◆パネルディスカッション
磯田三津子氏（埼玉大学準教授）
芳賀洋子氏（あそび舎てんきりん代表）
当事者の方

◆日時
２０１８年９月１５日（土）１４時開始（１３時３０分開場）

◆会場
埼玉会館３階３Ｃ会議室←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・申し込み不要

◆主催
埼玉弁護士会

◆共催
日本弁護士連合会

https://saitamasogo.jp/archives/74124
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https://www.saiben.or.jp/event/view/861


関東弁護士連合会

◆お問い合わせ
埼玉弁護士会　０４８－８６３－５２５５
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ちらしはこちら⇒プレシンポジウム　多文化共生のために

10/4 日弁連第61回人権擁護大会・シンポジウムのご案内
１０月４日（木）１２時３０分～青森にて、日弁連の第６１回人権擁護大会が開催されます。

当事務所からは、鈴木満弁護士が、第１分科会「外国人労働者１００万人時代」の日本の未来～人権保障に適った外国人受入れ制度と多文
化共生社会の確立を目指して～」、猪股正弁護士が、第３分科会「日本の社会保障の崩壊と再生－若者に未来を－」の実行委員として、そ
れぞれ準備を担当しています。

第１分科会の登壇者については、下記チラシをご覧ください。
第３分科会には、パネリストとして、井手英策さん（慶応義塾大学経済学部教授）、後藤道夫さん（都留文科大学名誉教授）、諏訪原健さん
（元 SEALDs メンバー）、本田由紀さん（東京大学大学院教育学研究科教授）が登壇され、若者の生きづらさをテーマに、社会保
障や財政の問題を議論されます。、

青森での開催ですが、日弁連内最大の行事であり、充実した講演、パネルディスカッションなどが行われますので、是非、ご参加ください。

詳細は、→　日弁連ホームページ
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遠回りくらいがちょうどいい（弁護士　猪股　正）
「学費の負担をかけ何のために大学に…親に迷惑をかけているだけ。世の中に自分がいてもいなくてもあまり変わらないんじゃないか。自
分がいる意味、あるのかなと思う。」。スウェーデンで出会った日本の大学２年生の言葉。

先進７か国の国際比較で、自分の力で社会を変えられると考える若者が最も少ない国、将来への希望を持てない若者が最も多い国、日本
（内閣府平成２５年調査）。若者の投票率は３０％台。生まれた家の豊かさで大学まで行けるかが決まる理不尽。厳しい競争を強いられ、
勝ち組に入らなければ給与は低いままで、家族を持つことも難しい。失敗したら、やり直しが効かない怖さ。だから、自分とは何か、何の
ために生きるのか、試行錯誤をしながら、自分の価値を見出すなんて忘れた方がいいかもしれない、今を生きることを踏みにじる国、日本。

苦闘しつつ成人へと移行する若者に、かけがえのない価値があると認め、若者の社会への影響力を大切にし、やり直しができる国、スウェー
デン。大学まで学費は無料、大学入学の平均年齢は２５歳、高校卒業後、進路を決めるのに２、３年働きながら試行錯誤する。戦禍のボス
ニア・ヘルツェゴビナから逃れてきた５歳の難民の女の子にも機会が開かれ、成長して２７歳で国会議員になれる国。総選挙に合わせ、中
学生、高校生も、本物の候補者に投票する模擬選挙を行うなど、民主主義を育て、若者の投票率は８０％を超える。民主主義に支えられ、
平等を重視する、福祉と連帯の国。

「人は誰でも平等で　やり直せるさ　今からだって　歯の浮くような綺麗事だけれど　生まれたからには幸せに　闘ってみるか　遅くはな
いさ」（斉藤和義「遺伝」より）。

弁護士　猪　股　　正

（日弁連人権擁護大会等について）
２０１８年１０月４日（木）、青森で、日弁連の人権擁護大会が開催されます。猪股は、「若者の生きづらさ」をテーマにした第３分科会
の実行委員です。人権擁護大会に向けての調査活動のため、２０１８年６月９日から１７日までスウェーデンを訪問しました。上記の記事
は、埼玉総合法律事務所事務所ニュース２０１８年夏号からの転載です。

（関連記事）
斉藤和義ニューシングル「遺伝」特集 ソロインタビュー＆斉藤和義×SPECIAL OTHERS（芹澤優真＆柳下武史）鼎談
Hump Back「拝啓、少年よ」歌詞の意味や曲に込められた想いとは …

https://saitamasogo.jp/archives/74111
https://www.nichibenren.or.jp/jfba_info/organization/event/jinken_taikai/gyoji_jinken2018.html
https://natalie.mu/music/pp/saitokazuyoshi03
https://ririkata.com/archives/1177


http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/09/IMG_4435.jpg


帰省
先日、山形にある実家へ帰省したとき、実家近くに大きなコンビニができていました。
その場所は、元々、商店が併設された農協の大きな建物があった場所で、買い物に行ったり、よく目の前を通ったりしていました。
それが、普通のコンビニになってしまうのも時代の流れなのかと、初めは寂しく思っていました。

ところが、そのコンビニに行ってみると、普通のコンビニと異なり、精肉や野菜など、生鮮食品も豊富で、山形名産の商品もおいてあり、
利用者も多いようで賑わっているように見えました。

私が子供の頃にはあった地元の個人経営の商店が今ではほとんどなくなってしまい、
近くで買い物をする場所がなくて困っていた人たちにとっては便利なのかもしれません。
山形でも田舎の方にある私の地元では、古い店や施設がどんどんなくなっていき、昔の景色が変わっていくことに寂しさを覚えてしまいま
すが、このように新たな施設ができることによって活気付くこともあるのだと思いました。
変わらないで残っていて欲しいものもありますが、変わっていくことも必要なのだと思いました。
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弁護士　鈴木　満

忖度！？
 

 

【台風】本日(8/22)午後、台風第20号に係る関係省庁警戒会議を開催しました。小此木防災担当大臣は国民の皆様に対し、物の
固定、食料や避難所の確認など事前の備えをとるとともに、不要不急の外出を控え自らの身を守る行動をとるよう呼びかけられました。
大雨･台風への備え⇒https://t.co/HGmivBWgRg

— 内閣府防災 (@CAO_BOUSAI) 2018年8月22日

『本日(8/22)午後、台風第20号に係る関係省庁警戒会議を開催しました。小此木防災担当大臣は国民の皆様に対し、物の固定、食
料や避難所の確認など事前の備えをとるとともに、不要不急の外出を控え自らの身を守る行動をとるよう呼びかけられました。』
（Twitterの内閣府防災公式アカウントより）
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身内には敬語を使わないと習ってきたので、すごく違和感を感じます。
最近流行りの忖度でしょうか。中の人に、どちらを向いて仕事をしているのかと問いたいです。

弁護士　南木　ゆう

 

 

9月から日曜相談が始まります
9月から日曜相談を有料（30分5,400円）にて始めます。
ご予約はお電話にて受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。
相談時間：10:00～、11:00～、13:00～、14:00～
相談料金：30分5,400円（税込み）
ご予約のお電話はこちらまで。
048-862-0355

ゴルフ復活？
 

元・当事務所所属Ｍ弁護士が、昭和２０年８月１２日という、なんと終戦３日前に誕生したので、ウン十年前からその暑い時期に誕生祝い
と終戦を記念して（？）、伊香保温泉で泊まりのゴルフを毎年行ってきています。
年を重ねる毎に、段々と当事務所からの参加者が減ってきていますが、最近ではこれも元当事務所所属のＳ弁護士とその事務所所属の若い
弁護士が沢山参加してきてくれています。
私といえば、昨年のこの誕生祝いゴルフを最後に、突然加齢による足腰にしょうもない痛みが発症し、歩くのが苦痛で以後ゴルフができま
せんでした。

もはや、殆どない趣味の一つであったゴルフも一生断念かと思っていたのですが、最近どういうわけか症状が軽減してきたため、思い切っ
て参加しました。
関東地方直撃の台風１２号情報でしたが、雨も風もなく、涼しく、絶好のゴルフ日和でした。

https://saitamasogo.jp/archives/74076
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内心１日歩けるかと心配でしたが、特に支障もなく無事プレーできました。

スコアについては健常者である他の参加者から怒られそうなので、とても私の口からは言えませんが、ひょっとすると又復活することがで
きるかと少し自信もついた、この猛烈な酷暑の中の出来事です。

弁護士　梶山　敏雄

 

東尾修さん絶賛！
 

甲子園で夏の選手権大会が始まりました。
埼玉からは花咲徳栄と浦和学院が出場しています。
花咲徳栄は１回戦をしぶとく逆転勝ちしましたが、投手力が少し不安です。どこまで勝ち残れるか。
浦和学院は仙台育英にサヨナラ負けをした雪辱を晴らすことができるでしょうか。
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埼玉勢にも頑張って欲しいですが、私は済美（愛媛）、金足農（秋田）、白山（三重）を応援しています。
済美は私の地元愛媛代表です。山口投手は低めの変化球のコントロールが素晴らしいです。
金足農の吉田投手は、雑誌で桑田２世と評価されていたので、注目していましたが、ストレートのスピードを３段階で投げ分けることがで
き、元西武の東尾修さんは、もし１回戦の投球がコンスタントにできれば、高校時代の桑田真澄さん（ＰＬ）、田中将大投手（駒大苫小牧）
に匹敵すると絶賛しています。
是非、甲子園で生で見たいです。
白山（三重）は、甲子園見学の際、部長がバッターボックスに入って、スイングをして、高野連にしかられました。
しかし、部長が雲の上に乗ったような気持ちになったことは良く分かります。
選手のみなさんは、部長は怒られたけど、萎縮しないで、伸び伸びと愛工大名電にぶつかってください。

ここまで書いて、皆さんお分かりだと思いますが、私は夏の高校野球が大好きなのです。

まだまだ甲子園は始まったばかりです。
私のひと夏の楽しみは続きます。

弁護士　伊須　慎一郎
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８月の営業時間のお知らせ
８月の営業時間のお知らせをいたします。

平日　　9:00～17:00
土曜日　9:00～15:00

皆様方にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

「厚生委員会」
 

私は６月に人生初の入院を経験してしまい、けっこう危ない所までいってしまったようなのですが、無事回復をしました。
現在はとても元気です。
その節はいろいろとお世話になりました。

元気のためには日頃の生活管理とストレスをためないこと（ストレスに強くなるトレーニングだけではダメですね）が大事なのは言うまで
もありません。
そこで（というわけでもないのですが）、当事務所の「厚生委員会」では、猪股正委員長の号令のもと、所内で３０種類くらいの企画を立
案し、早速、５時からのピラティス講座が始まりました。３階会議室を利用して講師の先生の指導のもと、１０名近くの所員が楽しんでい
ます。

その他に、秋には近場の日帰りハイキング、さらには所員による「埼玉総合音楽祭」が実行に移されつつあります。

 

弁護士　牧野　丘
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